
＜すくすくゲージパドック組立図＞ ・部品構成資材9点（オプション３点）

オプション３点
（哺乳バケツ受け、
哺乳ビン受け、

ゲージゴム）

・組み立て方

①基本となる柵Ａをまず
立てます。

②更に下部にあたる部分Ｂを
仮止めします。

③下部Ｂのもう一方Ａを接続し、仮止めし、体制を整えます。
（その際棒状の突起物でえぐると簡単に入ります。）

④前部Ｃを４箇所仮止め
します。

⑤後部Ｄ（棒状）を２ヶ所仮止め
します。

⑥ここですべての仮止めした
個所をもう一度完全に閉め
なおします。

⑦続いて下部の部品Ｅを
前後はめ込みます。

⑧ウーブンネットＦをはめ込みます。きつい場合、金づちなどで叩くか
上に乗るかしてきちんとはめ込んでください。（この際ネットの上下に

注意してください。画像参照）

⑨後部扉Ｇを穴に合わせ
カンザシ状のＩにより
取り付けます。

⑩前部のえさ用バケツ受けＨを
取りつけます。

　
これで、一台は完成となります。

⑪２台以上は②から同じ方法で
連結し組み立ててください。

上記部材は、現行の部材と
若干形状が異なります上記部材は、現行の部材と

若干形状が異なります

注意１　自重により運搬途中で骨材が、若干変形する場合があります。多少力を加えて頂ければ、元に戻ります。

　注意２　特に小さい牛を入れる場合、まれに前方より飛び出す恐れがありますので、ナスカンで固定するか、Ｃの部材の中間にひもで柵を作る事をお勧めします。
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上記部材は、現行の部材と
若干形状が異なります


